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鹿谷郷友括訪問団と村役場職員のみなさん

一
月
三
十
日
(
木
)
仁
本
村
と
国
際
友
好
都
市
提
携
を
し
て
い
る
中

華
民
園
鹿
谷
郷
か
ら
友
信
訪
問
団
(
陳
錫
梧
団
長
以
下
二
十
五
名
)
の
皆

さ
ん
が
来
村
い
た
し
ま
し
た
。
今
ロ
は
、
一
輪
車
の
交
流
が
メ
i
ン
で

鳳
国
国
民
小
学
校
の
児
童
と
須
釜
小
学
校
四
辻
分
校
の
児
童
が
村
勤
労

者
体
育
セ
ン
タ
ー
で
輪
車
の
共
演
を
行
い
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

上
達
し
た

鹿
谷
郷
友
好
訪
問
問
の
皆
さ
ん

は
、
本
村
に
午
前
十
時
頃
に
到
着

し
、
車
田
村
長
を
は
じ
め
、
役
場

職
員
の
歓
迎
を
受
け
ま
し
た
。
そ

の
後
、
泉
中
学
校
に
あ
る
空
港
資

料
館
を
見
学
し
、
昼
食
は
、
村
就

業
改
善
セ
ン
タ
ー
で
鳳
風
由
民
小

学
校
児
童
の
皆
さ
ん
が
蕎
麦
打
ち

体
験
を
行
な
い
、
蕎
麦
の
会
の

方
々
が
打
っ
た
蕎
麦
な
ど
で
会
食

い
た
し
ま
し
た
。

午
後
は
、
福
島
空
港
を
克
学
後
、

東
部
・
西
部
村
政
懇
談
会

ν
ャ
ν句

村
政
懇
談
会
は
、
村
民
に
村
政

の
現
状
を
理
解
し
て
い
た
だ
き
、

ま
た
村
氏
か
ら
村
政
に
対
す
る
意

見
な
ど
を
幅
広
く
聞
く
こ
と
に
よ

り
、
今
後
の
村
政
に
反
映
し
て
行

く
こ
と
を
自
的
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

平
成
九
年
度
に
開
か
れ
て
以
来

四
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
、
前
向

は
各
行
政
区
ご
と
に
開
催
し
て
い

ま
し
た
が
、
今
回
の
懇
談
会
は
東

部
地
区
が
須
釜
公
民
館
、
西
部
地

区
が
村
就
業
改
葬
セ
ン
タ

i
の
二
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ヶ
所
で
行
な
わ
れ
、
男
性
が
九
十

‘
一
名
・
女
子
七
名
、
全
体
で
九
十

九
名
が
出
席
し
て
、
五
十
四
件
の

質
問
や
意
見
な
ど
の
発
一
一
一
一
口
が
あ
り

ま
し
た
。

質
問
、
が
多
か
っ
た
市
町
村
合
併
問
題

西部地芭村政懇談会のようす

車
田
村
長
か
ら
現
在
の

村
政
全
般
に
渡
つ
て
の
概

要
説
明
が
な
さ
れ
た
あ

と
、
先
に
各
行
政
区
か
ら

事
前
に
提
出
さ
れ
て
い
た

質
問
に
一
括
回
答
を
し
、

そ
の
後
村
氏
の
皆
さ
ん
か

ら
村
政
へ
の
意
見
や
質
問

な
ど
が
だ
さ
れ
ま
し
た
。

懇
談
会
に
は
、
役
場
か
ら

各
課
長
全
員
が
出
席
し
、

村
民
の
意
見
な
ど
に
対
し

応
え
て
い
ま
し
た
白

村
氏
か
ら
は
、
村
の
行

象
く
末
を
占
う
市
町
村
合
併

問
題
や
、
道
路
や
排
水
溝

な
ど
の
建
設
関
係
が
多
く
質
問
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
他
に
開
パ
の
側

溝
や
総
合
運
動
公
園
、
道
路
標
識

問
題
、
乙
字
ヶ
滝
整
備
な
ど
の
ハ

ー
ド
関
係
や
狂
牛
病
問
題
、
農
産

物
の

P
R
な
ど
の
農
業
問
題
、
学

校
週
五
日
制
の
取
り
組
み
ゃ
学
校

給
食
へ
の
地
元
産
の
米
や
野
菜
の

使
用
な
ど
の
学
校
問
題
や
生
活
環

境
、
老
人
福
祉
問
題
の
質
問
な
ど

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

村
政
懇
談
会
の
中
で
、
多
程
多

様
の
質
問
や
意
見
な
ど
が
あ
り
ま

し
た
中
か
ら
、
回
答
を
抜
粋
紹

介
致
し
ま
す
。

輪
車
演
技
を
披
露

演技をする属国国民小掌校のみなさん

村
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
で
、
須

釜
小
学
校
凶
辻
分
校
児
童
と
の
一

輪
車
交
流
を
行
な
い
ま
し
た
。

交
流
は
、
最
初
に
四
辻
分
校
児

童
の
皆
さ
ん
の
演
技
が
披
露
さ
れ

た
後
、
鳳
風
国
民
小
学
校
の
一
輪

車
演
技
が
披
露
さ
れ
、
参
加
し
た

方
々
か
ら
盛
大
な
拍
手
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

鳳
風
国
民
小
学
校
で
は
、
平
成

九
年
に
本
村
が
婚
っ
た
一
輪
車
に

よ
り
、
学
校
内
に
一
輪
車
運
動
の

ブ
l
ム
が
巻
き
起
こ
り
、
先
生
の

指
導
に
よ
り
様
々
な
演
技
が
出
来

る
よ
う
に
な
り
、
郷
内
や
県
内
の

運
動
会
な
ど
で
素
晴
ら
し
い
演
技

を
披
露
し
、
広
く
賞
賛
さ
れ
て
い

る
そ
う
で
す
。

そ
の
後
、
ス
テ
ー
ジ
に
お
い
て

鹿
谷
国
民
小
学
校
長
先
生
な
ど
に

よ
る
伝
統
音
楽
演
奏
や
子
供
た
ち

に
よ
る
ゲ
l
ム
交
流
や
記
念
品
贈

呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
c

市
町
村
合
併
問
題
の

村
長
の
考
え
方
に
つ

い
て

A

役
場
庁
内
で
色
々
な
調
査
、

研
究
を
行
い
、
十
二
分
に
内
容
等

を
検
討
し
て
い
た
だ
い
て
、
そ
の

情
報
を
村
民
に
伝
え
て
、
最
後
に

は
村
氏
の
意
向
を
第
一
に
考
え
な

が
ら
、
す
べ
て
合
併
あ
り
き
で
考

え
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
は
な

く
、
あ
り
き
で
は
な
い
、
ど
う
す

れ
ば
村
氏
あ
る
い
は
村
が
発
展
し

て
い
く
か
が
基
本
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
村
民
に
情
報
を
提
供
し
、

村
氏
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
開
い
て

進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
合
併
あ
り
き
で
は
な
い
こ
と

を
皆
さ
ん
に
伝
え
て
お
き
ま
す
。

(
室
田
村
長
田
火
一
口
)

Q 

学
校
週
五
日
制
に

向
け
た
村
の
対
応

に
つ
い
て

A

五
日
制
と
い
う
こ
と
で
、
特

別
に
休
み
が
増
え
る
か
ら
地
域
で

行
事
を
多
く
す
る
こ
と
な
く
、
子

供
た
ち
を
家
庭
に
帰
し
て
そ
の
中

で
十
二
分
に
ゆ
と
り
を
持
っ
て
子

供
た
ち
に
生
き
る
力
と
か
自
分
た

ち
が
考
え
て
色
々
な
学
習
の
仕
方

と
か
遊
び
な
ど
を
考
え
な
が
ら
や

Q 

2 

日
華
協
議
会
主
催
で

歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
開
催

日
華
協
議
会
主
催
の
歓
迎
レ
セ

プ
シ
ョ
ン
は
、
石
川
町
の
ホ
テ
ル

八
幡
屋
で
約
一

O
O
名
が
参
加
し

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

車
田
村
長
が
、
歓
迎
の
あ
い
さ

つ
を
述
べ
た
後
、
陳
錫
梧
鹿
谷
郷

長
が
あ
い
さ
つ
を
述
べ
、
そ
の
中

で
「
鹿
谷
郷
が
大
地
震
で
甚
大
な

被
害
が
あ
っ
た
時
は
、
義
援
金
な

ど
を
贈
っ
て
も
ら
い
、
玉
川
村
民

の
温
情
に
深
く
感
謝
し
、
訪
問
団

の
み
な
さ
ん
が
玉
川
村
の
皆
さ
ん

と
再
会
で
き
姉
妹
郷
友
好
の
杵
が

日
増
し
に
深
ま
っ
て
い
ま
す
。
」

と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
、
四
辻
清

流
太
鼓
保
存
会
に
よ
る
、
清
流
太

鼓
や
鳳
風
小
学
校
児
童
に
よ
る
民

俗
芸
能
が
披
露
さ
れ
、
短
い
時
間

で
あ
り
ま
し
た
が
、
友
好
を
深
め

あ
い
ま
し
た
。

吾どもたちの交流のようす

ろ
う
と
い
う
の
が
、
大
前
提
に
な

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
受
け
血
づ
く

り
は
大
切
な
課
題
で
あ
り
、
今
後

努
力
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
ご
で
今
、
努
力
し
て
い
る

こ
と
は
、
子
供
を
預
か
る
学
校
の

校
長
先
生
と
ご
父
兄
の
方
々
と
の

話
合
い
で
、
そ
う
い
っ
た
過
ご
し

方
の
あ
り
方
、
ま
た
家
庭
の
理
解

を
求
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
c

近
い
将
来
ハ
ー
ド
面
で
総
合

運
動
公
園
で
の
施
設
の
利
用
を
村

で
は
考
え
て
お
り
ま
す
。

振
興
の
な
か
で
も
色
々
な
こ
と

を
考
え
努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

(
車
田
教
育
長
同
答
)

自動車の登録手続はお阜めに!
例年、年痘末(3月)は自動車の検査・登録手続が急増し、

地理の遅延や駐車場・待合室の混雑などが発生しております。

聾録自動車及び小型二輪車の[廃車J、[名義変重j、「住所変

重j等の手続きは、できるだけお阜めに申請してください。

ー昼間合わせ先 軍土交通省

・福島陸運ヨミ局登録部門 官 024-546-0341 (テレホ

ンサービス) 口024-546 --8644 ・いわき自動車検査登

録事務所登録部門 岱 0246-27-6151 (テレホンサービ

ス)宮0246-27-2400
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も
う
す
ぐ
一
年
生
。
新
し
い
ラ

ン
ド
セ
ル
を
背
負
っ
て
小
掌
校
に

行
く
の
を

ω待
ち
に
し
て
い
る
と

思
い
ま
す
。

本
年
四
月
、
村
内
の
小
学
校
に

入
掌
す
る
児
童
は
、
昨
年
よ
り
十

六
名
多
い
九
十
五
名
で
す
。

問
い
合
わ
せ
等
は
村
教
育
委
員

会
(
岱
五
七
|
四
六
三
三
)
ま
で

ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

川
辺
小
学
校

児
童
氏
名

熊

田

喜

大

竹

祐

吉

田

秀

矢

部

郁

矢

吹

龍

三

瓶

寛

高

橋

魁明 一 弥樹也文

兼和賢重 栄喜保
隆 護二

友 夫治明 作 三 者十
名

小 車西矢大事 玉 角須 I床矢坂佐須根酒粛熊竹坂
児川

林 田 牧 吹 竹 田 童 第 回 藤 原 部 本 藤 藤 本 井 藤 田 林 本
氏一

晃~~雄武裕 純名小 郁 沙沙 亜真沙 {右美結将京
一 学 也也

久介 郎志登一 校 実南記 加渚 美澄香果夏 衣 夢平

圃圃圃園田園

由

一

仁

志

哲

也

栄

裁

裕

之

善

勇登晃
輝

雄
申

た

，A1
a

m
一
ノ

浩

之
刀口

幸

雄

三
十
八
名

保
護
者

雅

一

邦

夫
聡

人

登
志
夫

正

喜

光

春

平
成
十
三
年
度
玉
川
村
体
育
協
会
表
彰

一一-'，.宮田.... 吋置.

一一-
Fて4ム二寸E

-F・哩m ム 由，-_.----，ぜ... ~ 

-‘・ーヨ-

~~酒.

E量 、~~

一一・

村
体
育
協
会
(
渡
辺
助
次
郎
会

長
)
で
は
、

二
月
十
九
百
(
火
)
午

後
七
時
か
ら
村
就
業
改
善
セ
ン
タ

ー
に
お
い
て
、
平
成
十
三
年
度
玉

川
村
体
育
協
会
表
彰
式
が
行
わ
れ

渡
辺
会
長
が
挨
拶
し
、
車
田
村
長

や
矢
部
教
育
委
員
長
が
祝
辞
を
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

表
彰
式
で
は
、
平
成
十
三
年
中

平成14年3月広報たまかわ

に
ス
ポ
ー
ツ
の
指
導
な
ど
で
貢
献

し
た
方
々
や
ス
ポ
ー
ツ
で
優
秀
な

成
績
を
お
さ
め
た
方
々
に
表
彰
状

と
楯
が
贈
ら
れ
功
績
を
た
た
え
ま

し
た
。

受
賞
者
を
代
表
し
て
南
須
釜
の

塩
沢
重
男
さ
ん
が
謝
辞
を
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

須 関飯関五 関矢矢 岩鈴 小坂小佐 村 j梓 小木鈴松 坂

藤根回 tlミ嵐根吹吹谷木林本林藤 j也実|ニ針 須木本本

瑞香静 美香夏 千梨奈麻慎寛宋義隆雄唯隆
菜 太

季子香聡菜希尋奈 美美 郎和記仁 真貴 人世翼輔衛

iJJ、

英 晴 和 定 武 啓 利 啓 広 正 豊 菊 祐 美雄 武真手[1英清
晃 栄

樹夫 美男 男策勝昭 義日吉一 雄 二子 一 彦 A 行男美

スポーツで、心身を鍛えよう!

Iスポーツ少年団J
で団員・指導者募集

推薦種別 氏名・団1本名 地区 推薦団体 主な成績

スポーツ功労設 現沢重リJ 南須釜 玉川賞Ij友会
永や年成育に人成わ剣たと士会りの幼の指発少導年展、
人材
にiミj却;

玉川林少安年剣貴友・会 石川剣道連盟大会|到
(小小

優秀選手賞 針舞・小林大
玉川食Ij友会 体i段小学生の部優勝、
剣道 平田村剣道大会団体

純手|二勝・小|専針)真・溝 i成小学生の部準優勝

玉川剣;友会
i釦IIIfIr9iリ道・石川剣

優秀選 手賞 草野 ヰリム 北須釜
剣道 jff述明大会優/Z、:¥ 勝・ 51!.

日1村剣道大 3位

:;+~成13年度県中学校

優秀選手賞 佐藤愛!こ ノj、住吉 泉中学校 新人体育大会女子個
柔道 人の部70kg超級第 3

第53回春季東北地区

学野j球;~~石川高校
高校野球県大会準優

優秀選 手賞 須藤 同1 川辺 1芽
第'18 [Jl]春季]{~北地区
高校野球大会準優勝

優秀選 手賞 矢吹 11日人 ニ仁iJI 
学法石川i高校 第391111福島県!除高校新
ハンドボール 人大会優

受賞を受けた方々

瑞樹瑞秋

車

田

穂

倉

鎌

希

K

国

九

日

仁

一寸

λ

L

占
州
引

vr
一一

吉

田

穂

内

田

咲

金

津

愛

梨

遠

藤

玲

奈

大

竹

ま

ど

か

永

林

美

空

矢

吹

涼

華

富

津

江

里

香

須
釜
小
学
校

児
童
氏
名

、h
L
ド

nμ

ハ

午

県

」

河

川

イ

ボ

ー

須

釜

杉

山

ー

ー町
M
l

立
口

大
和
田

大

野
関

根

石

森

信

彦

秀

志
広

一日川
r
b

・F

正

治

博

之

朗

生
健

二
ケ参

俊

幸
正

弘

三
十
六
名

保
護
者

正

車口

一

隆

幸

紀

章
件
付
ん

】引
M
W

忠

春

敏

江
四
郎

一

首長光
之

i丘希司也進大文真

手口

剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

(
玉
川
少
年
剣
友
会
)

練
習
日
毎
週
火
曜
日

・
金
曜
日

(
午
後
六
時
三
十
分
j
)

練
習
場
所
玉
川
村
氏
体
育
館

会

費

年

会

費

九

千

円

代
表
者
小
針
周
土
日

(
宮

町

1
2
5
4
8
)

加
入
連
絡
先
小
針
周
吉

(
合

U
11142
5
4
8
)

(
須
釜
少
年
剣
友
会
)

練
習
日
毎
週
月
曜
日
・
木
曜
日

(
午
後
七
時

O
O
分
j
)

練
習
場
所
須
釜
小
学
校
体
育
館

会

費

年

会

費

二

万
円

代

表

者

大

越

喜

義

(色
町
i
3
3
6
5
)

加
入
連
絡
先
大
越
喜
義

(宮
町
1
3
3
6
5
)

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

練
習
日
毎
週
日
曜
日

(
午
後
三
時

O
O
分
j
)

練
習
場
所
玉
川
村
氏
グ
ラ
ン

ド

会

費

年

会

費

二

万

二

千

円

入
会
金

一
千
円

代
表

者

佐

藤

豊

勝

(
密

閉

山

，

lite-3
0
9
6
)

加
入
連
絡
先
佐
藤
豊
勝

(
n
u
-
-
3
0
9
6
)
 

ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

毎
週
水
曜
日

・
土
曜
日

練
習
日

4 

太 須 j頼 j註塩 石大阿 j頼秋 円 吉異寺塩鈴矢農大戸鈴吉塩大石矢石矢関関
究釜 野 野

田 童小 谷谷津森野部谷 山 谷村目島津木吹白木賀木村津野森吹森吹根根
氏学

尊 名校 美真真朱志
四 乃
辻 咲由実茅iJ美恵宙奈夏菜子希奈 |産奈 摘斗史耀央 人 希貴翠博 也史 海
分
校

広保 喜 し正弘 博秀 一 兼 芳正金 尚 春忠 瑞ひ孝信理 政 栄 忠 長 今和 正
護の 豊博 と 朝

明者一 一 ぶ保徳良 幸 男 一 雄 三 男 不Ij美夫人み行幸博幸男幸治夫宏彦
名

玲理祐俊友手口祐来日匠春菜拓篤干菜干梨尚 真 佳

正

(
午
後
七
時

0
0
分
j
)

練
習
場
所
須
釜
小
学
校
体
育
館

会

費

月

々

一
千
円

入
会
金

一
千
円

代

表

者

車

回

悦

夫

(
岱

Ulti--b3908)

加
入
連
絡
先
車
田
悦
夫

(
宮
市
山

3
9
0
8
)

サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

練
習
日
毎
週
火
曜
日

・
土
曜
日

(
午
後
六
時
一
一
.
十
分
j
)

練
習
場
所

玉
川
村
氏
グ
ラ
ン
ド

会

費

年

会

費

一

万

二

千

円

入
会
金
五
千
円

代

表

者

国

井

栄
(
宮

町

1
3
2
3
6
)

加

入

連

絡

先

国

井

栄

(
合
町

1
3
2
3
6
)

柔
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
窃

練
習
日
毎
週
木
曜
日

・
金
曜
日

(
午
後
七
時

O
O分
j
)

練
習
場
所

玉
川
勤
労
者

体
育
セ
ン
タ
ー

会

費

年

会

費
二
千
円

入
会
金
二
千
円

代

表

者

佐

藤

栄

策

(
合

U

4
4
5
6
)

加
入
連
絡
先
佐
藤
栄
策

(2U1111111144
5
6
)
 

に
υ



い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル

平成昨年3月広報たまかわ

平
成
十
三
年
度
第
四
回
「
よ
い

歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
表
彰
式
が

一
月
二
十
五
日
に
村
保
健
セ
ン
タ

ー
で
行
わ
れ
、
次
の
七
名
の
フ
プ
供

た
ち
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

小針大敬くん
(申・一志)

三瓶蹟幸くん
(JlI辺・和夫)

関根和樹くん
(小高・和美)

玉川村家族経営協定締結

夫婦2組が調印

平成14年3月

締
結
式
は
、

二
月
二
十
五
日
村

就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、

北
須
釜
の
榊
枝
義
二
さ
ん
・
シ
ゲ

子
さ
ん
、
中
の
高
林
邦
男
さ
ん
・

慶
子
さ
ん
の
二
組
の
夫
婦
が
調
印

書
に
署
名
し
ま
し
た
。
村
内
の
家

族
経
営
協
定
締
結
は
七
組
と
な

り、

二
組
の
夫
婦
は
農
業
経
営
に

携
わ
る
者
の
や
り
が
い
を
高
め
る

ば
か
り
で
な
く
、
農
業
経
営
計
画

を
共
同
で
樹
立
し
、
家
族
経
営
の

就
業
条
件
等
を
協
定
し
、
農
業
経

営
者
の
能
力
向
上
に

一
層
の
磨
き

を
か
け
、

農
業
経
営
に
参
画
し
て

広報たまかわ

い
る
女
性
等
の
役
割
の
評
価
を
高

め
る
こ
と
に
よ
り
、
農
業
後
継
者

の
確
保
・
育
成
に
つ
な
が
り
、
労

働
時
間
や
役
割
分
担
な
ど
を
明
文

化
し
、
経
営
の
安
定
・
発
展
を
目

指
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
約
四
十
名
の
認
定
農

業
者
や
村
農
業
委
員
の
方
々
が
意

見
交
換
会
を
聞
き
、
菊
地
裕
県
農

業
会
議
農
政
情
報
部
調
査
役
が

「
昨
今
の
農
業
情
勢
と
意
見
交
換

会
の
意
義
」
と
題
し
て
講
話
が
あ

り
、
農
業
経
営
の
あ
り
方
を
め
ぐ

っ
て
意
見
交
換
を
い
た
し
ま
し
た
。

会田祐介くん
(竜崎ー修也)

渡辺広華ちゃん
(岩法寺・正広)

健くん
浩志)寺

予
法

里山芭
一
日
十
(

佐藤芳浩くん
(吉ー吉吾)

平
成
十
四
年

一
月
二
十
二
日
の

献
血
者
は
次
の
六
十

一
名
で
し

た
。
あ
な
た
の
愛
に
感
謝
い
た
し

ま
す
。

献
血
場
所
と
献
血
者
数
(
敬
称
略
)

東

京

精

工

二

十

三

名

加

藤

進

・

鹿

山

優

桐

生

義

正

・

車

問

姫

子

小

林

栄

・

小

林

忠

夫

近
内
由
美
子
・
坂
倉
和
男

佐

藤

勝

利

・

鈴

木

正

寛

須

藤

昭

・

関

根

正

広

先
崎

二
冗
・
高
宮
理
佳

円

谷

幸

生

・

永

沼

喜

一

仁

井

田

倉

一

・

橋

本

可

水

野

寛

幸

・

矢

部

春

子

矢

部

政

広

・

矢

部

良

子

音
田

辰

良

中

根

精

工

十

七

名

小
豆
畑
智
美
・
石
井

重

石
井
康
広
・
大
川
内
忠
雄

大

串

進

・

小

原

ミ

ヤ

子

関

根

恵

津

・

関

根

好

子

添

田

安

夫

・

高

根

孝

泰

円
谷
ア
ヤ
子
・
樋
口
考
広

降

矢

則

子

・

増

子

正

庚

吉
田

徳
次
・

吉
村

久

子

渡
辺
さ
な
え

玉
川
村
役
場
二
十
一
名

荒

木

明

・
上
野

竜
弥

大

竹

義

紀

・

菅

野

卓

弥

草

野

正

博

・
小
針
敬
子

小

針

武

彦

・

小

針

達

夫

小

針

信

之

・

小

針

善

栄

小
針
美
子
・
佐
藤
恵
美
子

塩
津
美
代
子
・
鈴
木
輝
美

瀬
谷
久
美
子
・
添
田
孝
則

高
林

重

和

・

曲

山

博

貴

増

子

貞

美

・

水

野

ゆ

み

溝

井

康

夫

身
近
な
ボ
ラ
ン
テ
ア

愛
の
献
血
に
ご
協
力

安
全
性
の
高
い
輸
血
用
血
液
を

確
保
す
る
た
め
、
問
診
等
が
厳
し

く
な
っ
た
た
め
に
献
血
離
れ
が
進

ん
で
い
ま
す
。
献
血
は
、
誰
で
も

で
き
る
身
近
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

す
。

村 I

yペ
画
層調 印

庫署

需
、Jill
廼

tl: 
吾草

翠

両日
催

村
水
田
農
業
推
進
協
議
会
は
、
一
二
月
一
巳
村
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
、
国
・
県
・
村
・

J
A
あ
ぶ
く
ま
石
川
や
水
田
農
業
推
進
委
員

な
ど
の
方
々
が
出
席
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

家族経醤の締結をする高林、榊枝夫婦

平
成
十
四
年
度

水
田
農
業
推
進
方
策

米
価
の
低
落
、
農
業
の
所
得
減

少
等
の
厳
し
い
状
況
か
ら
「
米
政

策
の
見
直
し
と
当
面
の
需
給
安
定

の
た
め
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
」
が

取
り
ま
と
め
ら
れ
、
平
成
十
四
年

度
の
米
の
生
産
調
整
規
模
に
つ
い

て
は
、
平
成
十
三
年
度
の
生
産
調

整
目
襟
面
積
と
同
様
の
、
九
七
万

加
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

県
に
対
し
て
は
三
六
，
五
七
六

凶
の
生
産
調
整
目
標
面
積
が
配
分

さ
れ
、
こ
れ
を
受
け
て
玉
川
村
へ

は
、
過
去
最
大
と
な
っ
た
昨
年
度

と
同
規
模
の

一
六
九
・
八
九
七
六

b
の
生
産
調
整
目
標
商
積
が
配
分

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
大
変
厳
し
い
状
況

で
す
が
、
生
産
調
整
目
標
面
積
の

達
成
に
向
け
て
次
の
推
進
方
策
が

提
示
さ
れ
ま
し
た
。

、
助
成
制
度
の
積
極
的
な
活
用

二
、
村
独
自
の
助
成
の
実
施

三
、
麦

・
大
一口
十
飼
料
作
物
の
振

阻ハ

四
、
水
稲
直
播
栽
培
の
推
進

五
、
地
域
振
興
作
物
の
定
着
・
拡

大

六
、
地
域
防
調
整
等
の
実
施

七
、
米
の
消
費
拡
大

八
、
生
産
調
整
の
た
め
の
条
件
整

也市紛
れ
相
ド

な
ど
が
協
議
さ
れ
ま
し
た
。

6 

平
成
十
四
年
度
、
玉
川
村
の
献

血
日
と
献
血
場
所
は
次
の
と
お
り

で
す
。

画
献
血
日
四
月
十
一
白
(
木
)

献
血
場
所ト

ス
テ
ム
福
島

ポ
リ
マ
テ
ッ
ク
(
株
)

玉
川
村
役
場

z-献
血
日
七
月
十
八
日
(
木
)

献
血
場
所東

京
部
品
工
業
(
株
)

日
本
精
密
加
工

玉
川
村
役
場

画
献
血
巴
十
月
一
一
十
四
日
(
木
)

献
血
場
所片

山
ゴ
ム
福
島
工
場

(
株
)
ユ
キ
ザ
ワ

福
島
空
港

玉
川
村
役
場

耳
慣
献
血
臼
一
月
二
十
一

献
車
場
所東

京
精
工

中
根
精
工

玉
川
村
役
場

日
(
水
)

村水巴農業推進協議会のようす

一一
月
二
十
二
日
、
県
主
催
の
平

成
十
三
年
度
、
第
一一一
回
福
島
県
広

報
研
究
会
議
の
中
で
、
カ
レ
ン
ダ

ー
の
部
門
で
特
選
を
受
賞
い
た
し

ま
し
た
。

カ
レ
ン
ダ
ー
は
、
人
の
手
に
着

百
し
、
見
易
さ
が
評
価
さ
れ
て
の

受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

担
当
職
員
は
、
こ
れ
か
ら
も
カ

レ
ン
ダ
ー
の
作
成
に
あ
た
り
、
村

氏
の
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら
え
る

よ
う
な
も
の
を
作
成
し
た
い
と
の

こ
と
で
し
た
。

健
癒
力
レ
ン
タ
ー
が笥題軍

軍翠

7 
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二大

青
少
年
育
成
村
民
会
議
南
須
釜
地

区
推
進
協
議
会
(
塩
津
茂
会
長
)

主
催
の
第
十
六
回
縄
跳
び
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
村
内
の
幼
児
か
ら

一
般
ま
で
約
九
十
名
が
参
加
し
て
記

録
に
挑
戦
し
、
大
会
終
了
後
は
、
参

加
者
全
員
に
ト
ン
汁
が
振
舞
わ
れ
ま

し
た
c

大
会
の
ク
ラ
ス
別
の
上
位
入

賞
者
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

一
回
挑
び

ク
ラ
ス

幼
稚
園

去三千
---r-

4三

中
学
生

年年
四
年

五
年

_.1_ 

/， 

年

位位位 f立{立{立{立{立{立位位位位{立{立位イ立位 {立{立{立 {立

大宗村111 塩 二 塩草宗小 宗 二 25工塩大石 小宗阿近あな近
A 山 内べが内

野形校沢瓶沢野形針形瓶野訳越森田形 音1) せ

正麻祐友 祐光 美 望 腎つ 和千愛み当I 美成 ゆじひ
(か i う ゆ か

博美希 脊翼 成悦咲 美 介さ也鶴香ほ絵 奈 美 f憂 き り り

一
工
止

泊

目

下

J

h

け

山

」

性

一一

，々
l

ふ
lr

ニ

イ
す
も
匹
れ
か

高
校
j
二
十
五
歳

一
位

宗

形

久

二
位

小

原

保

宏

三
位

金

子

知

典

二
卜
に
h
え
j
コ
仁
i

z

h

瓦

一
一
一
一
ノ
4

月

=一一

斗/
J

M

一
位

阿

部

は

る

み

二
位

宗

形
ミ
チ
子

三
立

ト

京

一

支

一
一，sq
a
a

，/
V

E
'
'h

e

・4a
A
1

四
十
歳

1
四
十
九
歳

一
位

河

郊

祐

子

!

l

-
i

;
 

二
位

塩

沢

和

彦

三
位

八

木

富

美

子

五
十
歳

1
一
位

二
位

三
位

二
重
跳
び

低
学
年
(
一一一
年
以
下
)

…
位

塩

沢

千

鶴

一一
立
小
心
賀
川
臼
桧

i
'
l
l
l

i
 

三

位

草

野

由

紀

高
学
年
(
四
年
以
上
)

一
位

宗

形

麻

美

二
位

小

針

望

美

三
位

阿

部

未
歩
子

凶

背

良

吉
肌

1
¥

↑L

L
I
J
一

引

υ

↓Eん

三

予
J

A
E
百
小ムロ

ブ
里
子
日
j

総
合

位

℃
ザ
レ
J

ド，

iHJ

J
ノ

m広

{i
-
H
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二
三
五
九
回

A

一

予
J

与
し

ヰ

4

E
…
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二
三
五
七
回

/

ゾ

/

え
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』
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一刀

耳

刈

同

M
F
F

ノ
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一二

八
五
回

二
位

二
位

平成13年度[手づくり郷土賞J
第38回全国花いっぱいコンクール[優秀賞j

受賞祝賀会開催 七

受章祝麓会は、 71:包が出席してマーヴ工ラス末広にて行

なわれました。

祝賀会の中で、花いっぱい運動協議会会長の車田村長が

[この受章を玉JII村の誇りのーっとしてさらに、魅刀のある

地域づくりを目指して、玉川村花いっぱい運動を展開して参

りたいJとあいさつを述べました。また、育我石)11土木事務

所長や西川村議会議長が祝辞を述べられ、受費を祝いました。

また祝費会の中で、渡辺政ーさん(北須釜)と小山田義美さ

ん(高須釜)に感謝状の贈呈がありました。

平成昨年3月広報たまかわ

いずみ鈎稚園でひな祭り

桃の節句の3月3日を前に、いずみ幼稚園ではひ

な祭りを征ないました。

自分たちが、造ったそれぞれの雛人形をステージ

に飾り、その前で園児たちは、お内裏様、お雛様な

どに扮してポーズをとりました。

この役白は、さきに行なわれたゲームで勝ち残っ

た闇兜が担当しました。
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一鈴

木

吉

之

氏

勲
六
等
瑞
宝
章
受
章
祝
賀
会

健
康
講
演
会

健
康
講
演
会
は
、
約
五
十
名
が
出

席
し
、
村
保
健
セ
ン
タ
ー
で
開
講
し

ま
し
た
。

講
演
は、

高
脂
血
症
予
防
を
目
的

に
四
回
シ
リ
ー
ズ
の
第

一
回
が
行
な

わ
れ
、
講
師
に
あ
っ
う
み
内
科
医
院

の
院
長
厚
海
徹
先
生
が

コ
レ
ス
テ
ロ

ー
ル
と
動
脈
硬
化
の

関
係
を
諮
ら

れ
、
高
脂
血
症
、
肥
満
が
脳
梗
塞

(こ
う
そ
く
)な
ど
に
つ
な
が
る
と
指

摘
し
参
加
し
た
方
々
は
熱
心
に
聴
講

し
て
い
ま
し
た
。

ごの度教青界、書道界で活躍しています小山田知先

生(小高)の作缶、城戸~f;山の詩「雲j ほか 11 作品が村
就業改善センターロビーに展示され、訪れた方々は、

停昂を前に足を止め観麗していました。

小山田伸先生

書道展開催

第
十
回
チ
ャ
リ
テ
ィ

i

須
釜
芸
能
の

鶴

集
い

鮮

東
部
地
区
の
芸
能
団
体
な
ど
が

一

向
に
集
ま
り
チ
ャ
リ
テ
ィ

l
須
釜
芸

能
の
集
い
(
主
催
須
釜
芸
能
会
)
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

実
行
委
員
長
の
飯
島
三
郎
さ
ん
の

あ
い
さ
つ
の
あ
と
、
来
賓
と
し
て
車

田
村
長
な
ど
が
祝
辞
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。
唄
や
踊
り
、
大
正
琴
な
ど
五
十

二
の
出
し
物
が
披
露
さ
れ
、
会
場
に

訪
れ
た
方
々
は
大
い
に
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。

チ
ャ
リ
テ
ィ
l
益
金
は
、
社
会
福
祉

協
議
会
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

数
々
の
功
績
が
認
め
ら
れ
受
章

し
た
鈴
木
吉
之
氏
の
受
章
祝
賀
会

は
、
マ

i
ヴ
ェ
ラ
ス
末
し
仏
に
て
六

十
四
名
の
方
々
が
出
席
し
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
祝
賀
会
は
、
発
起

人
代
表
と
し
て
、

車
問
村
長
が
あ

い
さ
つ
し
、
佐
藤
村
議
会
議
員
が

鈴
木
氏
の
功
績
を
紹
介
し
ま
し
た
口

そ
の
後
、
友
人
の
小
針
千
代
之

助
さ
ん
な
ど
の
祝
辞
が
あ
り
、
親

戚
の
添
田
増
太
郎
さ
ん
が
謝
辞
を

述
べ
ら
れ
祝
宴
に
入
り
ま
し
た
。

村
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、
村
認
定
農
業
者
経
営
改
善
計

画
認
定
書
交
付
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
今
同
認
定
を
受
け
ら
れ
た
四

名
の
方
々
は
、
農
業
経
営
の
改
善

と
生
崖
性
の
高
い
農
業
の
確
立
を

日
指
し
ま
す
。

認
定
を
受
け
た
方
々
は
次
の
と

お
り
で
す

D

(

敬
称
略
)

大
竹
輿
吉
(
岩
法
寺
)

馬

上

久

光
(
南
須
釜
)

石
森

フ
ミ
(
山
小
屋
)

石

森

正

人

(山
小
屋
)

玉
川
村
の
認
定
農
業
者
は
一
一
十

八
名
に
な
り
ま
し
た
。

大
竹
さ
ん
な
ど
4
名
が

村
認
定

農
業
者
に
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~いずみ幼稚園のひなまつりにて~

平成14年4月1白から

精神障害者保健福祉手帳、

通院医療費公費負担申請等の

窓口が市町村になります

j采

-公

団fAffifAの健康ごよみ

1才児おたん笠相談会

午後 18寺30分~

3~4ヵ月児鑓診

午後 18寺30分~

三種混合予防掻種

冨3月

15日(委)

20日(水)

国税だより

退職金や年金と税
新生児誕生祝金

第3子以降に4月から支給

精神保健及び精神障害者癌祉に関する法律の改正に

より、精神障害者保健福相手帳及び通院毘療費公費負担

{采

午後 1時30分~

28巴(木)

114月
5日(金)

退職の際に勤務先から受給を受ける退職金には、退職所得

として、所得税と住民税がかかります。

通常、退職金の受払を受ける時までに(退職所得の受給仁

関する申告書Jを退職金の宣払者を経由して所轄の税務署長

に提出することにより、麦払者が所得税を計聾し退職金から

源泉徴収することによって課税関係は終ざしますが、平成

11年以後の所得税については、 20%の定率減税(最高25万
円)が実施されていますので退職議から源泉徴収された所得

税について適用を受けることができる場合は、確定申告がa?;¥

要となります。

また、一定金額を超える公的:ej:金等や生命保険契約等に嬰

づく年金を受け取るときは、所得税が源泉徴収されています

ので、確定申告で精鐘するととになります。

タックスアンサーのコード番号は[1426](退職金と源

泉徴収)です。

村では、新生児誕生祝金三三給条例を制定し、 4月から第3
吾以障の新生児が誕生した場合に祝金を受給します。受給対

象となるのは、環仁同居する2人以上の兄姉と出産前引き続

き 1年以上本村!こ住所者育している父または自で、出生の白

から3ヶ月以内に役場健康福祉課窓口で申請することになり

ます。

祝盆の額は次のとおりです。

第 3 予 10万円

第 4':子以降 20万円

申請等の窓口か¥従来の保健所から村(玉川村保健セン

タ…)に変更されます。

軍平成14年から玉川村が窓口となる主な業務

・精神障害者保健福祉手帳の申請受理等の業務

・通院医療費公費負坦の申請受理等の業務

・精神障害者の福祉に関する相談・l3JJ言

間合わせ先 村保健センター(岱37-1024)

{采

公-公立岩瀬病院

{采

5員

1才6ヵ月見健診

午後 1時00分~

9~10力開兜健診

須:譲釜公民館

午後12時45分~

午経 18寺30分~

献血

ポリ::1語種

{宗:保健センター

11日(木)

168C火)

寄付ありがとうございます
下記の方々から社会福相活動資金として寄付をいただきました。

厚く 御 礼 申 し 仁 げ ま す ( 村 社 会 福 祉 協 議 会 )

ら
ら

，
刀
，
刀

ん
ん
い

さ
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次
義
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政
雄
・

藤一八円

首
山
可

の
の
一

~

一

，l
J
イ
チ
'
一

e
e
e
 

.JI/辺の野崎丈古さんから
・/11辺の佐藤庄載さんから
・小高の関根 界さんから
・小高の笛藤信勝さんから
・痕釜芸能会からチャ ')ティー益金として32.887円

個人情報が狙われています

不審な電話にご注意を

ハυ

最近、企業や官公庁あてにiNTTの名を語った不署な電話J
が発生しておりますc

電話は、 iNTT広報部J芯どと名前を語り、「テレホン力一

ドに関するアンケートを送るので20代の従業員名を教えて

欲しいjというような内容です。

NTτ東己本では、お客様の名前を電話で聞き出すことは

しておりませんので、ごのような電話仁は十分ご注意くださ

し¥0

もし、このような不審な需話を受けた際は、安易{こ答えず

栂手の名前や連絡先を間いてから折り返しかけ躍すなど、個

人情報の流失を防ぐためにも慎襲に対応してください。

間合わせ先

NTT東日本諸島麦巴 岱 024-531-7362

あ芯たの家で眠っているバイク、耕運機等のj莞主主居出を忘れずに!

陸-j毎-EE自衛隊

自衛隊幹部候補生募集

一般繍技術・医科・歯科・薬剤科幹部候補生

り

|お誕生おめでとうございます|
(2丹居出分)

1、受付期間

平成 14年4月8 日(月)~5月 10日(金)まで(締切l必着)

2、応葬資格

日本国籍を育し、平成15年4月 1日現在、次の各号のい

ずれかに該当する者

( 1 ) 22歳以上26歳未満の者

(2)学校教蕎j去に翠づく大学院において正規の課程(技術幹

部候補生にあっては理学又は工学の諜程)を2年以上修め、

穆土(技術幹部候補生にあっては理学修土又は工学修土)の学

位を受けた者(平成15年4月掌位取得売込みを富む)について

は、 28識未満

(3) 20歳以上22歳未満で、挙校教青j去に塞づく大挙(短期

大学を除く。以下「大掌Jという。)を卒業した者(平成15年3
月卒業見込みの蓄を富む。)又は外置における学校を卒業した

場合で大学卒業に相当すると認められる者

(4) 現に自衛官である者については、 22歳以上28議未満

(ただし(3)(こ該当する者にあっては20歳以よ28歳未満)

※試験・応l募人数等を詳細に知りたい方は、下記事務所にお

間合わせください。

自衛按撞島地方連絡部 自沼募集事務所

〒961-0935 白河市手代目J17-1 n0248(24)0372 

い
γ
u

、寸ノ

(2月届出分)

空き缶やコミの投げ措てはやめましょう

村のようす
(14:i:i=3月 i8現在)

j奈

〆久

世帯主名

国

広報への搭載を希望され広い湯合は、窓口への届け

出の擦にお申しおください。

司三

崎
山
仙

良

丈

正

正

出生兜氏名

聖子健太

相t

源次郎

ヨ

竹ハ

谷利平

f-t 

Ul奇丈之助

午、

jレ

死亡者氏名

根

佐

関

七

旭区名

iJJ小屋

地IX名
、
引
~

μ
同

中

'l 

イシ

今

)11 

1，818戸(-2) 

3，777人(-7) 

今
月
の
納
税

3，855人(土0)

7，632人 7)

国
民
軍
〈
最
保
険
料

3
月
保
険
料

骨
組
畠
v
e企

納
期
限
は

3
月
日
巴
(
主
)
で
す
。

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
}

生十

去を
里

花
愁
短
歌
会
玉
川
支
部
詠
草
集
|
|
|
村
公
民
館

老
わ
れ
ら
斑
娃
所
帯
で
過
ご
さ
ん
か
新
聞
テ
レ
ピ
を
良
き
友
ど
し
て

さ
る
な
し
俳
句
会
二
月
句
会
詠
草

庖
丁
の
刃
噌
」
ぼ
れ
匂
ふ
春
灯
し

イニ

や
わ
ら
か
き
日
を
溜
め
屯
」
ぞ
る
犬
ふ
ぐ
り

新
居
に
も
十
年
が
経
つ
古
家
が
な
ぜ
か
日
に
日
に
械
か
し
く
な
る

吉
田

i少、
代

由

記

数
え
子
を
未
だ
忘
れ
ぬ
一
面
の
光
リ
瓦
び
て
叙
勲
の
映
え
に

初
午
の
五
台
)
は
た
め
く
稲
荷
社

真

戸

矢口

真
弓

宇
宙
よ
リ
眺
め
し
美
し
き
地
球
に
て
い
つ
ま
で
続
く
一
ア
口
ど
の
戦
い

ti 
ん

雛
か
ざ
る
い
つ
し
か
背
丈
子
に
越
さ
れ

菜

病
み

L
身
の
遣
さ
所
な
く
春
の
暮

イニ

美

溝
井
は
な
よ

措
ゃ
な
ぎ
川
面
に
吠
ゆ
る
一
雨
上
り

美

ヰ夫

和
ピ
併
に
吟
じ
終
れ
リ
年
の
瀬
を
あ
や
か
リ
た
く
思
う
「
石
陽
の
夢
」
に

日
脚
神
ぷ
老
い
先
縁
に
語
ら
い
し

春

古
叫

)1] 
田

~ ノ

点

11 



私
の
ふ
る
さ
と
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卓食
ズ
の

」

口

同

一
メ
会
J

「寒い季節に
あつあつの汁物でj

ー
沖
縄
県
北
中
城
村
|

吉
岡
林
み
ど
り
さ
ん
(
中
)

私
の
ふ
る
さ
と
北
中

夢

城
は
沖
縄
本
島
の
中
部

「

φJ

地
区
に
位
置
し
、
人
口

一
五
九
九
O
人
で
す
。

私
の
村
に
は
ヒ
ニ
グ
ス
ク
城
跡
、

王

妃
御
墓
、
渡
口
洞
穴
遺
跡
、
荻
堂
貝

塚
な
ど
史
跡
、
文
化
財
が
数
多
く
あ

り
ま
す
。
県
内
で
も
中
部
地
区
は
、

文
化
財
の
宝
庫
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

近
く
に
は
約
二
八
O
年
前
の
琉
球
王

朝
時
代
に
建
て
ら
れ
た
当
時
の
上
層

農
家
が
あ
り
、
沖
縄
本
島
で
は
屋
敷

構
え
が
そ
っ
く
り
残
っ
て
い
る
の
は

珍
し
い
そ
う
で
す
。
「中
村
家
住
宅
」

と
い
い
、
昭
和
田
十
七
年
に
国
の
重

40g 
40g 
40g 
20g 

600cc 
大さじ1.5

fジャガもち五色汁J

-しめじ

・にんじん
・己、ぼう

・長ネギ

・だし汁

・しよう油

300g 
100g 
大さじ 1
150g 
400g 

-材料(4人分)ー

-じゃがいも
・片栗粉

・スキムミルク

・豚もも薄切り肉

・豆腐(1T) 

要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
標
高

二
ハ
0
メ
ー
ト
ル
の

石
灰
岩
の
丘
に
中
城
城
跡
が
あ

り
、
築
城
技
術
は
芸
術
的
と
さ
え

一一一一
口
わ
れ
る
ほ
ど
で
歴
史
的
に
高
い

評
価
を
受
け
て
い
る
そ
う
で
す
。

子
供
の
こ
ろ
は
遠
足
な
ど
で
よ

く
遊
び
に
行
っ
た
も
の
で
す
。
中

城
城
跡
は
、

二
0
0
0
年
の
十
二

月
世
界
遺
産
に
笠
録
さ
れ
て
、
と

て
も
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

私
は
、
自
分
の
生
ま
れ
育
っ
た

ふ
る
さ
と
を
誇
り
に
思
い
ま
す
。

広
報
た
ま
か
わ
私
の
ふ
る
さ
と
コ
ー

ナ
ー
に
登
場
し
て
い
な
い
村
外
の
出
身

者
を
ご
奇
知
の
方
が
居
り
ま
し
た
ら
、

玉
川
村
総
務
課
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

(
岱
幻

!
4
6
2
1
)

一作り 方 ー

①じゃがいもは皮をむき小さく切り茄でる。

②郊で上がったじゃがいもは水分を飛ばしてつぶ

し、片栗粉、スキンミルクを加えて混ぜよく練

って棒状に伸ばし10mm程度の屠さ{こ切る。

③②を円盤形に形を整えて郊でておく。

④豚肉は2cm幅lこ、にんじんとごほうはささがき

仁、しめじは石突きを取り小房に分け、豆腐は

さいのめに切る。

⑤鍋に豚肉、にんじん、ごぼうを加え、火が通つ

たらしめじと豆腐を入れ、しよう油で調味する。

⑤じゃがいももちを⑤に入れ少し煮込み、薄切り

にした長ネギは火を止める寸前に加える。

内
明

心に残る我がふるさと

『ふるさとは母の心J
神奈川県相模原市

高宮初枝さん

() 11辺出男・矢部重次郎さんの妹)

三
月
と
い
っ
て
も
ま
だ
寒
さ
が

残
る
季
節
で
す
が
皆
様
お
元
気
で

お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
東
京
玉

川
会
で
お
会
い
す
る
の
が
と
て
も

楽
し
み
の
一
つ
で
す
。
私
は
、
昭

和
二
十
九
年
神
奈
川
県
に
住
み
五

十
年
近
く
に
な
り
ま
す
。
小
さ
い

頃
の
事
を
良
く
思
い
出
さ
れ
ま

す
。
4
M
近
く
あ
る
デ
コ
ボ
コ
の

砂
利
道
を
何
人
か
の
友
人
た
ち
と

一
緒
に
毎
日
学
校
に
通
っ
た
の

も
、
今
は
な
つ
か
し
い
思
い
出
の

ひ
と
つ
で
す
。
い
く
つ
に
な
っ
て

も
里
心
が
つ
く
も
の
で
す
。
年
に

一
度
位
は
帰
り
ま
す
が
、
ふ
る
さ

と
の
発
展
ぶ
り
に
は
び
っ
く
り
さ

せ
ら
れ
ま
す
が
山
も
田
ん
ぼ
も
変

り
な
く
私
た
ち
を
温
か
く
む
か
え

て
く
れ
る
よ
う
な
気
が
い
た
し
ま

す
。空

港
が
で
き
、
そ
し
て
空
港
に

直
接
通
じ
る
あ
ぶ
く
ま
高
原
道
路
、

昨
年
三
月
二
十
七
日
開
通
、
そ
の

翌
臼
の
二
十
八
日
に
矢
吹
イ
ン
タ

ー
か
ら
玉
川
イ
ン
タ
ー
ま
で
走
り

感
動
し
な
が
ら
、
小
高
、
川
辺
と

ま
わ
り
、
そ
の
後
東
京
に
住
む
叔

父
さ
ん
た
ち
と
合
流
し
、
川
辺
小

学
校
や
乙
字
ヶ
滝
へ
行
っ
た
り
懐

か
し
い
祖
母
の
実
家
で
あ
る
中
の

小
針
薫
さ
ん
の
家
に
寄
せ
て
戴
き

ま
し
た
。
今
年
は
小
針
さ
ん
宅
の

桜
の
花
が
咲
く
頃
に
帰
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。
何
百
年
に
も
な
る

桜
の
木
と
か
、
開
い
て
い
ま
す
の

で
咲
い
た
ら
さ
ぞ
見
事
だ
ろ
う
と

思
っ
て
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
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